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ウミネコのつがい交尾とつがい外交尾

成田章＊

上越教育大学生物学教室動物生態学研究室．〒943-8512新潟県上越市山屋敷町１番地

はじめに

ウミネコＬαγ"scmss"Sか応は離島や海岸の断崖で集団繁殖地を形成して繁殖する海鳥で

ある．北海道から九州にかけての広い範囲で繁殖しているが仲村・中村1995)，ウミネコ

の生態学的な研究が行なわれているところは少ない．青森県蕪島において繁殖生活史全般に

ついて（成1111985)，巣外卵の出現（成田1994a）や過剰卵数の出現（成Hll994b)，親鳥に

よるヒナの識別（成田1994c）やヒナの成長（成llll998）が報告されている．しかし，産卵

前の交尾行動についての報告は十分になされていない．

交尾行動は雄が雌の体内へ精子を注入し，その後卵子と結合し，受精させるための行動で

ある．その交尾行動であるが，研究が進むにつれて，さまざまな配偶システムをもつ70種の

鳥類の｢|'で41種でつがい外交尼が行なわれていることが報侍されている（Birkhead＆Ｍ‘ller

l992)．また，つがい外交尾は集団繁殖地を形成する一夫一妻の鳥類で多いことが報告され

ている．雄にとって。つがい関係を維持しながらつがい外の雌と交尾をする混合繁殖戦略

('DFiversl972）をとることが適応度を高めるうえで効果的である．なぜなら．雄はより多く

の雌へ精液を注入することによって，遺伝子を分散する機会を増やすことができるからであ

る．遺伝子を分散することの不利益は，雄にとって少ないと考えられる．一方，雌にとって

多くの雄と交尾関係を持つことは，求愛給餌による食物の獲得をすることやつがい雄よりも

良質の遺伝子を得ることで利益がある．

日本で集剛繁殖地を形成する一夫一妻の,鳥類でつがい外交尾が報告されているのは．アマ

サギＢｚめ"ﾉα４s肋応（Fujioka＆Yamagishil981）とコアジサシＳｵgγ"αα/6胡り"ｓ（鳥羽1989）

である．また，世界で生息するカモメ類の中でつがい外交尾が行なわれているものは，フル

マカモメＦＭ７"α〃sgIaciajisである（Hatchl987)．ウミネコは集団繁殖地を形成する一夫一.典

の鳥であり，卿&コロニーの符度は約１巣/ｍ２と非常に商い（成田1985)．ウミネコは近接

した中で繁殖しているので，周囲の個体に繁殖状態が察知されやすく、それだけにつがい外

交尾が行なわれる可能'性は高いと思われる．著者はウミネコの交尾行動を調査することによ
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ってWつがい外交尾を観察した.この観察は,集団繁殖地を形成する鳥類やｳﾐﾈｺの婚姻

形態についての研究を深めるうえで重要である．本報告では，ウミネコのつがいとつがい外

の交尾行動について述べ，考察する．

調査地および調査方法

1.調査地概要

調査は1992年と1993年に青森県八戸市のウミネコ繁殖地蕪島（40.32,Ｎ，141.33,Ｅ）で

行なった．蕪島の面種は1.8ha，標高は17ｍである．1992年，1993年ともに島の中央部に

90.6,2の調査地を設定し（図１)，調査地内の石碑上の観察小屋から肉眼と双眼鏡による観

察を行なった．

2.個体識別

1992年，1993年ともに可能な限り個体識別をした．ウミネコは後に巣場所となるところ

に滞在していることが多いので，滞在している近辺に巣番号を記した棒を差し込み，なわぱ

０３ｍ

図1.調査地.×:巣,黒丸:調査対象巣,メッシュ状の四角形:石碑．

Fig.１.Studysite.×:、est,Filledcircle:examinednest,MeshedsquarE:stonemonument．
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りの位置を確認した．次にウミネコを捕獲した．捕獲は調査地内に餌場を設置し，無双網や

かご形のわな，なわばりの中心にひものわなを仕掛ける方法で行なった．捕獲後，色足環の

装着や頭部にペイントすることによって個体を識別した．捕獲できなかった場合は，観察小

屋から水鉄砲でピクリン酸水溶液と毛染め液を頭部や胸部に散布し，頭部や胸部の模様によ

って識別をした．また，雄は雌よりも体サイズが大きいことから（成田1998)，つがいでな

わばりに滞在している時に雌雄を判定した．

3.交尾行動の観察

1992年はつがい交尾やつがい外交尾について，へツドトッシングから総排池腔接触にい

たるまでの行動パターンを調査した．ヘッドトシングは，地面を向いているくちばしをす

ばやく上へ向け，そのさいに「ミュー」や「ミョー」といった音声をともなう求愛ディス

プレイである（成田1996a)．1992年の観察期間は４月１７日から５月２４日までの３２日間，

おもに８時から１２時までの１日約４時間の観察を行なった．総観察時間は135.5時間であ

る．１回以上交尾を観察した個体数は，調査地内の90つがい（雄90,雌90）である．

1993年は，色足環やペイントによって個体識別された29つがい（雄29,雌29）につい

て，マウンティングから総排池腔接触までの交尾行動を観察した．交尾期間，交尾回数，

交尾頻度の日周変化，１回のマウンティングあたりの総排池腔接触回数，マウンティング

から総排池腔接触が終了するまでの交尾時間について調査をした．また，つがい外交尾は，

交尾の起こる状況，交尾相手，交尾相手の距離についても調査をした．調査期間は４月１

日から５月１８日までの４８日間，１日の調査は日の入りから日没まである．総観察時間は

644.6時間である．

結果

1.交尾パターン

つがい交尾のはじまりは，ヘッドトッシングであった．ヘッドトッシングは，雄または雌

がつがいの一方へ近づいていき，接近したときに雄雌相互で生じていた．このやり取りがし

ばらく続いた後に，雄は「ゲッケッ」と声を出し，マウンティングにいたった（図２)．ま

た，マウンティングにいたる前に雄から雌へ吐き戻しによる求愛給餌が行なわれることがあ

った．そして，再びヘッドトッシングのやり取りが行なわれ，マウンティングにいたること

もみられた．マウンティングのとき，雄は胸部をふくらまし「ケッゲッ」と声を出した状態

が続き，雌はヘッドトシングを行なっていた．1992年に観察された981回のマウンティング

の中で総排池腔接触にいたったものは，へツドトッシングからマウンティングに移行したも

の524回，ヘッドトシングから求愛給餌，そしてマウンティングへ移行したもの２回，計526

回であった（表1)．総排池腔接触にいたらなかった455回のマウンテイングは，なわばりの

境界に移動したために，隣接なわばり所有個体から攻撃的行動を受け，途中で中断した場合

が多かった．
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MsHead-tossing

図2.つがい交尾とつがい外交尾のパターン．実線の矢印:つがいの交尾行動．破線の矢印:つがい外

の交尾行動．

Fig.２.PattemofcopulationofpairandextmPpair・SolidarTow:pairbehavior､Dottedarrow：ｅｘｔｍ､pair
behavior．
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表１．つがい交尾とつがい外交尾のパターン．Ｍ:雄,F:雌,Ｍｔ:マウンテイング，
ｃｃ総排世腔接触,Ｈｔ:へツドトッシング,Ｃｆ:求愛給餌

Tablel、Pattemsofpair(PC)andextm-paircopulations(EpC)．
Ｍ:Male,Ｆ:Female,Ｍｔ:Mounting,CcCloacacontact,Ｈｔ:Headtossing，
CfCourtshipfeeding．

ｃＣ↓

Ｃ
ｔ
ｔ

Ｃ
壬
Ｍ
Ｍ

ｔ
Ｃ
ｔ
》
一

Ｍ
↓
Ｍ
Ｆ
Ｆ

雌
吟
峨
峠
』
↑

Ｃ
↓
Ｈ
↓
Ｈ
Ｈ
Ｈ

式
職
嘩
駈
匪
廃
氏

ｔ
ｔ
Ｏ
Ｓ
＆
Ｏ
Ｓ
＆
＆
＆

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Copulationpattem

０
０
０
５
０
型
２
２

３

４
５

つがい外交尾は，つがい雄の不在時にだけ起きていた．つがい外雄はなわばりに侵入し，

あたりを見まわすように頭部を左右に傾け，つがい雄がいないことを確認していた．そして，

たいていのつがい外雄は相手雌へすぐに接近せずに周辺のなわばりをゆっくり歩き，遠回り

してから接近していた．また，つがい外の雄は相手雌が休息していたり，抱卵しているとき

接近することが多かった．1992年は248回のつがい外雄のマウンティングが観察された．そ

のうち210回は雌へ近づいてすぐに行なわれたマウンティングであった（表１)．残り３８回

は，マウンティングが行なわれる前に雌に対して数回へツドトッシングを行なっていた．そ

のとき雌はつがい外雄のヘッドトッシングには応じなかった．マウンティングから総排池腔

接触にいたったものは，接近後すぐのマウンティングから行なわれたもの10回，つがい外雄
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だけのヘッドトッシングの後に行なわれたもの３回，計13回であった．大部分のマウンティ

ングは，雌が動きまわったり，つがい外雄の胸元を下からつつき背から降ろしていた．

2.日周変化および交尾時期

1993年は４月１日から５月１８日までつがい交尾がみられた．２９つがいで1,599回のマウン

ティングが観察され,.そのうち836回が総排池腔接触にいたった．日の入りから日没までの

交尾行動の日周変化の調査で，ウミネコは日中いたる時間帯にもマウンティングを行なって

いた（図３)．日の出から交尾頻度は徐々に上昇し，７時以降日の入りまでは0.15～0.20回

の頻度で行なわれていた．次に交尾時期についてであるが，それぞれのつがい雌の初卵産卵

日を０とすると，つがい交尾は早いもので37日前から行なわれ，遅いつがいでも８日前から

行なわれていた（図４)．交尾行動のピークは初卵産卵の１０日前から初卵産卵日までであっ

た．初卵産卵後は交尾頻度が減少していた．そして，大部分が初卵産卵３日後までには交尾

が終了していた．最終卵産卵後に行なわれた交尾は２つがいで２例あり，２回総排池腔接触

した交尾と１回だけのものであった．
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図3.つがいとつがい外のマウンティングの日周変化(1993年).白丸のついた実線:つがいのマウンティ
ング.黒丸のついた破線:つがい外のマウンティング．

Fig.３.Diumalchangesinthemeanfrequencｙ±Ｓ､Ｄ・ofpairandexh君Ppairmountingsinl993・Solidline

withwhitedot:pairmounting､Brokenlinewithblackdot:extmPpairmounting．
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図4.つがい交尾とつがい外交尾におけるマウンティングと交尾頻度(1993年)．一腹卵数内の初卵
を０日として繁殖周期を示している．実線はマウンテイング，破線は総排池腔接触に至った交尾
を示す．

Fig.４.Meanhpequenciesofmountingandcopulationperpairorextr召Ppairperdayinrelationtotimein
thel993，sbreedingcycle・Tbp:attemptsuponpairosfemale,middle:attemptsbypair1smalewith
exhRa､pairfemale,bottom:attemptswithinpair・DayOisthedaywhentheEmsteggoftheclutchwas
laidSolidline:mounting・Brokenline:contactcopulation．

雄は４月１５日から５月１５日までつがい外交尾を試みていた．調査をした29つがいで，２９

雄中28雄が試みていた．つがい外交尾を試みたマウンテイングは，合計442回みられた．そ

のうち30回が総排池腔接触にいたっていた．つがい外のマウンティングは日中いたる時間帯

にも行なわれていたが，早朝５時から６時まではつがいの交尾と比べて高い頻度であった

(図３)．雄が行なったつがい外交尾の時期は，それぞれのつがい雌の初卵産卵日を０とする

と，つがい外雄によるマウンテイングは，早い雄で２５日前から遅い雄でも初卵産卵日に開始

され，初卵産卵日１１日前から遅くとも７日後に終了した（図４)．また，つがい交尾よりも

少し遅れて行なわれていた．頻度は初卵産卵後に高くなり，初卵産卵の３日前から３日後ま

でがピークとなっていた．

一方，２９つがい中29雌は，雄と同様の期間につがい外交尾が試みられていた．雌に対し

て試みられたマウンティングは，合計682回みられた．そのうち39回が総排池腔接触にいた
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表2.つがい交尾とつがい外交尾の交尾時間，回数，期間，マウントあたりの総排世腔接触回数

Table２.Ｔｉｍｅ,andnumberofcopulation,numberofcloacacontact,periodofcopulation，
cloacacontact／mountingofbetweenpair(PC)andex壮apair(EPC)．
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考察

つがい交尾は，産卵が終了すると大部分が終了していた．交尾回数は，初卵産卵前までの

回数が多く，初卵産卵が終わると急に減っていた．つがいはつがい外交尾を防ぐために２つ

の行動をとっていると考えられる．１つはなわばり防衛である．ウミネコはなわばり防衛の

手段として攻撃的行動や長鳴きをともなった傾斜姿勢といった音声を伴ったディスプレイを

示し，これらの行動は産卵前の頻度が最も高くなっている（成田1996b,1997)．攻撃的行動

と幾つかのディスプレイによって，つがい外雄の侵入の機会を減少させていると考えられる．

107

3.交尾時間〆回数，期間，つがい外交尾相手

つがい交尾では，マウンティングから総排池腔接触にいたり交尾が終了するまでに平均96.1

秒の時間（jV＝718）を要した（表２)．一腹卵数の産卵が終了するまでに行なわれる交尾回

数は，平均55.1回（Ⅳ＝29)，総排池接触の回数の平均は79.5回（Ⅳ＝29）であった（表2)．

１回のマウンティングあたりの総排池腔接触回数は，平均2.7回（Ｎ＝836）であった（表

２)．そして，つがい交尾が行なわれる期間は平均23.9日間（Ⅳ＝29）であった（表2)．

つがい外交尾の交尾時間は平均111.4秒（Ⅳ＝19）であった（表２)．つがい外のマウンテ

イングは平均15.8回（１V＝28）であり，総排池腔接触回数は平均2.4回（ﾉV＝28）であった

(表２)．１回のマウンティングあたりの総排池腔接触回数は，平均1.7回（Ⅳ＝30）であっ

た（表2)．つがい外交尾が試みられた期間は平均9.6日間（Ⅳ＝28）であった（表２)．

雄がつがい外交尾を試みた場所は，自分のなわばりから近いところであった．つがい外交

尾を試みた位置を測ると，自分のなわばりから平均2.3±1.3ｍ（SD,ｍｎｇｅＯ､4-9.6）離れて

いた．また，つがい外交尾を試みた28雄が何個体の雌とつがい外交尾を試みたかどうか調べ

たところ，平均5.1±4.3個体（mngel-19）の雌と試みていた．

111.4土48.3

１．１士１．６

２．４士３．０

９．６土５．８

１．７土１．１

96.1±35.7

28.8士15.5

79.5土45.9

23.9±６．４

２．８±１．６

っていた．雌がつがい外交尾を試みられた時期は，それぞれのつがい雌の初卵産卵日をＯとす

ると，マウンティングは，早い雌で２３日前から遅い雌でも３日前から行なわれ，初卵産卵４

日後から２１日後に終了した（図４)．雌に対して試みられたつがい外交尾は，ピークがつが

い交尾よりも少し遅れ，初卵産卵３日前の前後であった．総排池腔接触が成功した交尾は，

初卵産卵前よりも初卵産卵後の方が多かった．
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もう１つは多回交尾である．鳥類の雌は精子を貯精器官に貯精し（Birkhead＆Ｍ‘llerl992，

上田1994)，貯精された精子で一腹卵数を受精することができる．ウミネコの貯精量は不明

であるが，交尾回数から考えると，つがい雄の精子をつがい外雄の精子よりも多く貯糖して

いると思われる．したがって，多回交尾を行なうことによって，つがい外交尾によるつがい

外の受精を防ごうとしていると思われる．また，つがい交尾は産卵終了前までに大部分が終

了しているので，つがい交尾は産卵前までに受精を有利にしようと多回交尾を行なっている

と考えられる．

つがい外交尾は，つがい交尾よりも少し遅れて行なわれていた．集団繁殖地内に多数のつ

がいがなわばりを保持していることは，つがい交尾を試みる雄にとって，つがい雄の不在時

に近隣のなわばりへ侵入し，多数の雌と交尾を試みる機会を得ることができる．つがい外交

尾は，つがい相手との多回交尾をほぼ終えてから近隣のなわばりへ侵入し，つがい外交尾に

よって適応度の拡大をねらっていると思われる．つがい外雌に対して雄がヘッドトッシング

を使用することは，交尾を誘引しようとするつがい外雄の行動と考えられる．実際のところ

つがい外雄によるマウンテイングは全交尾回数の21.7％を占めるが，総排池腔接触回数は全

接触回数の2.2％である．つがい外交尾による貯精量はつがいの交尾によって得られるもの

と比べると少ないと思われる．しかし，産卵直前の交尾によって得られた精子は，受精に最

も利用されやすいことがあるので（Birkhead＆Ｍ‘Ilerl992)，産卵直前のつがい外交尾は効

率的に行なわれていると考えられる．
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要約

1992年と1993年に青森県八戸市の蕪島において，ウミネコのつがい交尾とつがい外交尾について

調べた．つがい交尾はなわばり内で生じていた．つがい交尾の始まりは，雄と雌で行なわれるヘッ

トトッシンや雄から雌への求愛給餌であり，その後にマウンティングが行なわれ，総排池腔接触に

いたった．総排池腔接触は１回のマウンティングで平均2.8回行なわれていた．つがい交尾が行なわ

れる時期は，大部分が初卵産卵前であった．つがいは多回交尾となわばり防衛によって，つがい外

の受精を防いでいると考えられる．一方，つがい外交尾は雄が不在の時に侵入することによって生

じていた．２９雄中28雄でつがい外交尾の試みがみられた．雄はつがい交尾をほぼ終えてから受精可

能な近隣の雌を選択し，つがい外交尾を試みていた．すべてのマウンティングの中でつがい外雄が

行なった割合は21.7％であり，総排池腔接触回数の割合は2.2％であった．つがい外交尾の回数は
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つがい交尾と比べると少ないが，つがい交尾よりも少し遅れて産卵の直前にピークになることは，受

糖されるように効率的に行なっていることが示唆される．したがって，ウミネコでの混合繁殖戦略

が雄にとって適応度を高める機会が十分期待できることが示唆される．
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PairandextraPpaircopulationintheBlack-tailedGull“〃scmssjmsjγｆｓ

AkiraNarita☆

LaboratoIyofAnimalEcology,DepartmentofBiology,JoetsuUniversityofEducation,１Yamayashiki･machi，

Joetsu､shi,Niigata943-8512,Japan．

PairandextraPpaircopulationbehaviorsoftheBlack-tailedGullL”Tjscmssjmst減swere

examinedfroml992tol993atthecolonyofKabuisland,Hachinohecity,AomoriPrefecture，

Japan，PaircopulationsoccuITedwithineachpair，sterritoIy.'Ihepaircopulationstartedwith

head-tossingdisplayusedincourshipandcourtshipfeedingbythemale・Afterthecourtship

displayandcourtshipfeeding,mountingandcloacacontactoccurred，Thefrequencyofcloaca
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contactaftereachmountingwas2､８times・Pairscopulatedfrequentlyandtheperiodofthepair

copulationmosUlyEnishedbythepre-egglayingperiod、ItsuggeststhatthefTequentcopulation

andterritorialdefensecandilutearival'sspermandworkasapatemityguard・ExtraPpair

copulationwasattemptedbyneighboringmales,whenamalematewasabsentfromitsown

te1Titory．′IWenﾛﾊeightoutof29malesattemptedextraPpaircopulation・Afterfinishingpair

copulations,malesoftenapprochedthefemaleintheneighboringterritonesandattempted

extmPpaircopulation・nlerewerEtwopattemsofexlraPpaircopulatio、behavior・Oneoccu肥das

soonasextraPpairmaleapprochedanexlraPpairfemale・AnotheroccuredafterextIaPpairmale

solicitedfemalewithhead-tossing・''11epercentofextra-pairmountingswas21.7%,andthatof

numberofcloacacontactｗａｓ2.2%.'IhoughextraFpaircopulationwasrelativelylow,itmaygwe

agoodchancetofertilizeextmPpairmates,becauseextraPpaircopulationoccurredjustbefbre

egg,laying､Suchamixed-reproductivestrategyseemseffectiveincoloniallynestingmalesof

Black-tailedGullS

K2y抑0趣:Bﾉﾋzdb-”"edG邸",“､’αjγc叩豚ﾉα伽",，αjγc”"α抑"

☆Presentaddress:AomoriprefecturalHachinoheSchoolfOrtheDeaf､629-24Kashiwazaki，

Hachinohe-shi,AomoIiO31-0081,Japan．


